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1. 『京浜東北・根岸線および横浜線の乗務員基地再編成』について、横浜地本、

大宮地本に対して提案を行い、組合員の不安解消に向けた労使議論を開始す

ること。 

2. 『京浜東北・根岸線および横浜線の乗務員基地再編成』に関し、労使議論を

十分行い、通常面談とは別に、施策に関する面談は時期を明確にして、丁寧

に行うこと 

『京浜東北・根岸線および横浜線の乗務員基地再編成』について、関係する一

部の職場では説明会が開始されています。 

『京浜東北線・根岸線と横浜線の乗務員基地再編成』の目的は、現在の７区所

体制から２区所削減し、列車遅延発生時の司令等との連絡体制の負担軽減や効

率的な運用を実現する考えが示されています。 

《申し入れのポイント》 

今施策は平成 27 年度末までに、乗務員基地の再編成が実施されて

いきますが、現段階で考え方が示されているのは、東京地本しかなく、

関係する他の横浜地本、大宮地本には示されていません。 

本部は、乗務員基地の再編成によって、大規模な異動が発生するた

め、関係地本の労使議論を十分に行い、関係する組合員への説明をし

っかり果たすべき考えを求めていきます。また、施策による異動とな

るために、通常面談とは別に施策に関する面談を設け、丁寧に行うこ

とを求めていきます。 

異動による不安を少しでも払拭し、乗務員の安定した心理状況を維

持し、安全輸送を担える環境をつくりだしていきましょう！！ 
 


